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本の内容紹介 

（人
物
の
肩
書
き
） 

「書名」 
著者名 

出版社 

請求記号 

所蔵館 

表紙 
☆
惚
れ
ポ
イ
ン
ト 

「惚
れ
た
人
物
名
」 

芸能プロダクション「よろずやプロ」
唯一のタレント・「おかえり」こと丘
えりか。唯一のレギュラー番組を
失った彼女が、その替わりに旅行
に行けない人に代わって旅をする
「旅屋」を始める。温かい出会いの
エピソードが盛り沢山で、最後は
涙を誘う展開にクギづけ。 

「旅屋おかえ
り」 
原田マハ著 

集英社 

Fハ 
中央ほか所蔵 

萬
鉄
壁 

（芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
社
長
） 

元
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
で
零
細
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
社
長
。

正
装
は
派
手
な
チ
ェ
ッ
ク
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
赤
い
ネ
ク

タ
イ
。
四
角
い
禿
げ
頭
で
顔
・
体
つ
き
は
ゴ
ツ
イ
が
外

見
と
異
な
っ
て
部
下
思
い
の
心
温
か
い
お
人
好
し
。

そ
ん
な
社
長
に
理
想
の
上
司
像
を
感
じ
ま
し
た
。 

重い腎臓病と闘いながらがむしゃ
らに名人を目指した棋士・村山聖。
命を燃やすように将棋を指した29
年間の生涯は、家族愛、師弟愛
に支えられたものだった。夢とは、
生きるとは何なのか？  そんな問
いを胸に突きつけられます。 

「聖の青春」 
大崎善生著 

講談社文庫 

B796オ 

篠崎所蔵 

村
山
聖 

（棋
士
） 

峻
烈
な
ま
で
の
名
人
へ
の
情
熱
。
自
分
の
全
て
を
搾

り
出
す
よ
う
に
一
手
を
指
す
そ
の
姿
か
ら
、
目
が
離

せ
な
く
な
り
ま
し
た
。
ひ
ょ
う
き
ん
で
素
直
で
優
し

く
、
わ
が
ま
ま
で
強
情
っ
ぱ
り
だ
っ
た
村
山
。
羽
生
世

代
の
一
人
と
し
て
将
棋
界
を
席
巻
し
ま
し
た
。
早
世

が
惜
し
ま
れ
ま
す
。 

県立御屋敷山高校の中でも特に
地味な演劇部。そこに入部してき
た相原太陽とその仲間たちが、い
けてない自分をみつめながら演劇
をとおして絆を深め、変わっていく。
彼等のリアルな心の声がぐんぐん
胸に迫ってきます。 

「濡れた太陽」
（上・下巻） 
前田司郎著 

朝日新聞出版 

Fマ1‐2 
中央ほか所蔵 

相
原
太
陽 

（高
校
一
年
生
） 

演
劇
部
全
員
好
き
。
で
も
１
人
し
か
選
べ
な
い
な
ら
、

相
原
太
陽
を
選
ぼ
う
。
地
味
で
孤
独
な
１
６
歳
が
演

劇
に
出
合
っ
て
そ
の
才
能
に
目
覚
め
た
。
仲
間
の
気

持
ち
も
大
切
に
し
な
が
ら
、
根
拠
の
な
い
自
信
で
見

事
に
戯
曲
を
書
き
、
演
出
の
大
役
を
も
果
た
し
た
の

だ
。
拍
手
。 

シカゴ都心に探偵事務所を構える
ヴィク。ある男の依頼を受け調査
を進めるうちに大胆な保険詐欺に
巻き込まれます。1985年から現在
も続くシリーズの記念すべき第一
作。著者が保険会社勤務だったこ
とから、保険詐欺を扱った本書は、
読み応え十分。 

「サマータイ
ム・ブルース」 
サラ・パレッキー
著 
山本やよい訳 
ハヤカワ・ミステリ
文庫 
B933ハ 
篠崎所蔵 

Ｖ
．
Ｉ
．
ウ
ォ
ー
シ
ョ
ー
ス
キ
ー 

（女
性
私
立
探
偵
） 

 

世
の
中
の
不
正
に
は
、
決
し
て
目
を
つ
ぶ
ら
な
い
、
圧

力
に
も
暴
力
に
も
屈
し
な
い
、
タ
フ
な
探
偵
Ｖ
．
Ｉ
．

ウ
ォ
ー
シ
ョ
ー
ス
キ
ー
（ヴ
ィ
ク
）。
事
件
に
立
ち
向
か

う
ヒ
ロ
イ
ン
の
姿
は
、
と
に
か
く
読
ん
で
い
て
ス
カ
ッ
と

し
ま
す
。
活
き
の
い
い
台
詞
が
格
好
良
い
！ 

－３－ 

超有名な推理小説です。マイクロ
フトが登場するのは「ギリシャ語通
訳」と「ブルース・パティントン設計
書」の２作のみ。なぜ彼がシャー
ロック以上の探偵になれないのか。
答えはこの物語の中に……。 

 

「ギリシャ語通
訳」（「シャー
ロック・ホーム
ズの思い出」
所収） 
コナン・ドイル著 

延原謙訳 

新潮文庫 

B933ト 

篠崎ほか所蔵 

マ
イ
ク
ロ
フ
ト
・ホ
ー
ム
ズ 

（英
国
政
府
職
員
） 

彼
は
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
の
兄
で
あ
り
、
あ
の

ホ
ー
ム
ズ
を
し
て
「
観
察
力
や
推
理
力
は
僕
よ
り
優

れ
て
い
る
。
安
楽
い
す
に
坐
っ
て
い
て
す
る
た
だ
の
推

理
に
終
始
す
る
か
ぎ
り
、
前
代
未
聞
の
大
探
偵
家
」

と
言
わ
し
め
る
人
物
で
あ
る
。 

 

－２－ 

雑貨大好き少女の和子。あみぐる
みのクマを買って帰ったら、中から
妙な声が……。何とクマに宿って
いたのはオヤジ刑事・康雄の魂。
未解決事件が気になって成仏で
きないという。江戸川区が舞台の
痛快ミステリー。続編「テディ・
ゴー！」もあり。 

「アー・ユー・ 
テディ？」 
加藤実秋著 

ＰＨＰ文芸文庫 

BFカ 

篠崎ほか所蔵 

康
雄
さ
ん
、
ま
た
の
名
を
ミ
ル
太

（ク
マ
の
あ
み
ぐ
る
み
に
宿
る
刑
事

〈の
魂
〉） 

見
た
目
は
愛
ら
し
い
ク
マ
で
あ
り
な
が
ら
、
江
戸
川

の
ジ
ャ
ッ
ク
・
ニ
コ
ル
ソ
ン
を
自
称
す
る
ベ
テ
ラ
ン
刑
事
。

暑
苦
し
い
お
説
教
は
、
ま
さ
に
昭
和
の
オ
ヤ
ジ
そ
の

も
の
。
し
か
し
、
筋
が
通
っ
た
彼
の
言
葉
は
と
て
も
胸

に
し
み
る
。
頼
り
に
な
る
存
在
で
す
。 

植物卸問屋の５代目である西畠
清順さんがプラントハンターとして
の仕事について書いた本。私たち
が知らない場所でたくましく生きる
世界各国の珍しい「花」たちと、そ
れに関わった彼らの話です。「花」
を通して世界が広げられる一冊。 

「プラントハン
ター」 
西畠清順著 

徳間書店 

470ニ 
篠崎ほか所蔵 

西
畠
清
順 

（植
物
卸
問
屋
） 

西
畠
さ
ん
の
仕
事
に
対
す
る
情
熱
に
惚
れ
ま
し
た
。

「
花
」
を
愛
し
、
想
い
、
感
謝
す
る
。
そ
ん
な
彼
に

「
花
」
と
同
じ
力
強
さ
や
人
間
の
大
き
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
命
が
け
で
「
花
」
を
追
う
彼
の
姿
は
と
て
も
輝

い
て
い
て
、
そ
ん
な
彼
に
惹
か
れ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。 

徳川家光の命により、江戸柳生の
宗冬と試合をすることになった尾
張柳生の連也斎。試合をすると負
けると感じた宗冬が、兄利方と共
に江戸に向かう連也斎の暗殺を
計画する。夜襲を受け大勢の敵に
囲まれた連也斎兄弟、その時尾
張柳生の剣が光る。 

「慶安御前試
合」（「柳生非
情剣」所収） 
隆慶一郎著 

講談社文庫 

BFリ 

篠崎ほか所蔵 

柳
生
連
也
斎 

（剣
豪
） 

新
陰
流
の
祖
・柳
生
石
舟
斎
の
孫
、
柳
生
兵
庫
助
を

父
に
持
ち
、
猛
将
・
島
左
近
の
娘
を
母
に
持
つ
、
「
尾

張
の
麒
麟
児
」
と
い
わ
れ
た
最
強
の
剣
豪
。
血
統
の

良
さ
と
そ
の
強
さ
に
惚
れ
ま
し
た
。
隠
居
を
し
た
ら
、

私
も
○
○
斎
と
雅
号
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

「ハル」（「小
泉八雲集」所
収） 
小泉八雲著 

上田和夫訳 

新潮文庫 

B933ハ 

篠崎ほか所蔵 

ハ
ル 

（商
人
の
妻
） 

ハ
ル
は
、
い
わ
ゆ
る
良
妻
賢
母
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
女

性
。
従
順
や
義
務
に
対
す
る
愛
を
培
い
、
嫉
み
や
悲

嘆
や
怒
り
を
表
に
表
さ
ず
、
常
に
夫
を
第
一
と
考

え
、
尽
く
し
て
い
く
。
こ
れ
が
良
い
か
悪
い
か
は
別
と

し
て
、
無
私
で
あ
ろ
う
と
し
た
彼
女
の
姿
に
惚
れ
ま

し
た
。 

夫に愛され幸せに暮らしていたハ
ルは、ある日を境に夫の態度が急
に冷たくなったのに気づく。状況
を変えようと一所懸命になるハル
だが、ついに夫の不実を確信せざ
るを得なくなり、生まれて初めて非
難の言葉を言おうとするのだが
…… 。 

得体のしれない闇へ飲み込まれ
た息子。彼を救い出すきっかけは、
過去に存在したのであろうか。何
人もの青少年を殺し、異常な行為
に及んだジェフリー・ダーマー。本
書は、父ライオネルの、苦悩と後
悔の手記である。 

「息子ジェフ
リー・ダーマ 
ーとの日々」 
ライオネル・ 
ダーマー著 
小林宏明訳 
早川書房 
V936タ 
中央所蔵 

ラ
イ
オ
ネ
ル
・ダ
ー
マ
ー 

（異
常
殺
人
犯
の
父
親
） 

息
子
の
犯
行
の
詳
細
を
、
報
道
で
知
る
場
面
が
生
々

し
い
。
も
し
自
分
の
家
族
が
、
常
識
で
は
理
解
し
が

た
い
世
界
へ
踏
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、
自
分
も
彼
の

よ
う
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ラ

イ
オ
ネ
ル
の
心
境
を
考
え
る
と
心
が
痛
む
。 

明日羽は婚約者に突然婚約破棄
を告げられる。失意のどん底に落
ちた明日羽は、周囲の人々に励ま
され、平凡な一日一日の中にキラ
キラ輝く大切なものがあることに気
づき立ち直っていく。温かな気持
ちにさせてくれる読者への応援物
語。 

「太陽のパス
タ、豆のスー
プ」 
宮下奈都著 
集英社 
Fミ 
中央ほか所蔵 

ロ
ッ
カ
さ
ん 

（主
人
公
の
叔
母
） 

文
章
か
ら
醸
し
出
さ
れ
る
、
温
か
い
眼
差
し
。
ロ
ッ
カ

さ
ん
を
始
め
、
主
人
公
・明
日
羽
を
取
り
巻
く
人
々

は
個
性
的
で
あ
り
な
が
ら
お
互
い
を
や
わ
ら
か
に
包

み
込
む
よ
う
な
人
柄
の
良
さ
。
こ
ん
な
人
達
に
囲
ま

れ
て
私
も
生
き
ら
れ
た
ら
、
と
思
い
ま
し
た
。 

 

徳川慶喜に仕え、立場的には朝
敵でありながら明治天皇の教育係
に抜擢された山岡鉄舟。まっすぐ
に生きる姿勢が、多くの人の信頼
を得ていきます。西郷に「命も名も、
官位も金もいらぬ人は始末に困
る」と言わしめた、鉄舟の生き様に
心打たれます。 

「命もいらず
名もいらず」
（上・下巻） 
山本兼一著 
日本放送出版 
協会 
Fヤ1-2 
篠崎ほか所蔵 

山
岡
鉄
舟 

（幕
臣
） 

敵
で
あ
る
西
郷
隆
盛
と
の
会
見
シ
ー
ン
が
し
び
れ
ま

す
。
自
分
の
立
場
や
プ
ラ
イ
ド
な
ど
は
関
係
な
く
、

た
だ
こ
れ
か
ら
の
日
本
と
民
を
思
っ
て
の
言
動
に
西

郷
も
心
を
動
か
さ
れ
ま
す
。
鉄
舟
の
誠
実
さ
、
人
と

し
て
の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

信者にわかりやすく説教するため
に自ら作詞した賛美歌の一つが
「アメージング・グレース」。その意
味は、元奴隷商人であった体験
から発せられた“神の恵み”である。
日本人にもよく知られるゴスペル
の出来た所以がわかります。 

「〈アメージン
グ・グレース〉
物語」 
ジョン・ニュートン
著 
中澤幸夫編訳 
彩流社 
198ニ 
篠崎ほか所蔵 

ジ
ョ
ン
・ニ
ュ
ー
ト
ン 

（英
国
国
教
会
の
牧
師
） 

あ
ま
り
褒
め
ら
れ
た
人
物
で
は
な
か
っ
た
彼
が
、
改

心
し
、
牧
師
と
な
り
人
の
た
め
に
尽
く
し
、
奴
隷
貿

易
反
対
を
唱
え
る
ま
で
に
な
っ
た
半
生
が
綴
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
壮
絶
な
生
き
様
が
あ
の
心
を
打
つ
名

曲
を
生
ん
だ
の
か
と
思
い
を
巡
ら
せ
ま
し
た
。 

 

一年間のご無沙汰でした！今年も読書週間特
別企画として、篠崎図書館全スタッフが本をご
紹介！今回のテーマは「惚れた人物」（もちろ
ん実在の人物も含みます）。この秋の本選びは
登場人物（人間以外も！）からいかがですか？ 

見た目はぶたのぬいぐるみ、山崎
ぶたぶたさん。中身はおじさん、
働き者。人間の奥さんがいて、子
どもは女の子が二人。そんな彼に
出会ってしまった人々の、驚きと
笑いと、なぜか少し感動してしまう、
ささやかな物語。他にもシリーズあ
り。 

「ぶたぶたさ
ん」 
矢崎存美著 

光文社文庫 

BFヤ 
篠崎所蔵 

山
崎
ぶ
た
ぶ
た 

（ぶ
た
の
ぬ
い
ぐ
る
み
） 

 

色
は
桜
色
、
目
は
ビ
ー
ズ
の
点
目
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ぐ

ら
い
の
小
さ
な
ぶ
た
の
ぬ
い
ぐ
る
み
な
の
に
、
仕
事
が

で
き
て
包
容
力
の
あ
る
お
じ
さ
ん
と
い
う
、
見
た
目

と
中
身
の
ギ
ャ
ッ
プ
。
誠
実
さ
と
優
し
さ
と
、
す
こ
し

と
ぼ
け
た
か
わ
い
ら
し
さ
に
惚
れ
ま
し
た
。 


